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ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩

て
お
り
、「
お
か
し
い
な
。
霜
が

出
る
時
期
で
な
い
け
れ
ど
」
と

思
っ
て
、
よ
く
見
る
と
、
塩
の
結

晶
が
あ
っ
た
と
い
う
貴
重
な
証
言

を
得
た
。

　鹿
籠
新
開
は
、
完
成
後
３
０
０

年
近
く
経
て
い
て
も
場
所
に
よ
っ

て
は
潮
が
透
き
出
て
い
た
の
で
あ

る
。
現
在
は
住
宅
地
と
な
り
田
圃

が
な
い
の
で
、
こ
の
現
象
は
見
ら

れ
な
い
。

��

〔
第
138
回
〕

　鹿
籠
新
開
築
堤
潮
留
事
業
完
成
記
念
石
碑

　そ
の
五

　江
戸
時
代
、
17
世
紀
後
半
の
各

藩
で
は
合
戦
の
な
い
天
下
泰
平
の

世
が
続
き
、
鎖
国
に
よ
る
海
外
渡

航
禁
止
で
海
外
貿
易
の
利
が
望
め

ず
、
藩
の
財
政
事
情
や
産
業
振
興

や
村
数
増
加
な
ど
の
理
由
で
大
大

名
か
ら
小
大
名
に
至
る
ま
で
積
極

的
に
新
田
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

開
発
主
体
は
藩
営
が
最
多
で
あ
る

が
、
鹿
籠
新
開
は
財
力
の
あ
る
町

人
伊
豫
屋
惣
三
郎
正
哉
に
よ
る
鹿

籠
湾
の
埋
め
立
て
で
あ
っ
た
。
開

発
後
は
地
主
と
な
り
小
作
料
を
取

得
し
た
。

　青
崎
新
開
は
鹿
籠
新
開
よ
り

90
年
後
の
安
永
５
年(

１
７
７
６

年)

に
完
成
し
た
藩
営
事
業
の
新

開
で
、
面
積
10
町
1
畝
18
歩
、
石

高
34
石
２
合
の
土
地
と
年
貢
が
得

ら
れ
た
。
こ
の
新
開
は
安
永
４
年

に
府
中
川
を
掘ほ

り
さ
ら浚
え
た
土
砂
の
埋

め
立
て
地
と
し
て
計
画
さ
れ
翌
年

完
成
し
た
。『
府
中
町
史
』
１
巻

に
よ
る
と
、
青
崎
新
開
の
地
味
の

向
上
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
収

穫
も
少
な
く
、
こ
の
新
開
が
高
付

け
さ
れ
て
村
高
に
組
み
入
れ
ら
れ

た
の
は
完
成
後
66
年
経
て
か
ら
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
70
年
ほ
ど
経

た
安
政
２
年(

１
８
５
５
年)

に

は
旱
魃
と
土
手
の
破
損
の
た
め
新

開
地
内
に
潮
が
透
き
出
し
て
、
１

町
４
反
余
り
の
木
綿
作
に
被
害
を

与
え
て
い
た
。「
青
崎
新
開
木
綿

汐
痛
み
に
つ
き
人
別
畝
数
約
め
」

(

『
府
中
町
史
』
２
巻)

の
古
文
書

に
あ
る
よ
う
に
、
広
島
湾
頭
の
新

開
で
は
塩
分
に
強
い
綿
作
が
盛
ん

で
あ
っ
た
。

　こ
の
鹿
籠
新
開
で
も
地

元
の
俵
龍
司
さ
ん(

昭
和
３

年
生
ま
れ)

の
話
で
は
、
昭

和
10
年(

１
９
３
５
年)

頃
、

向
洋
駅
近
く
の
田
圃
は
出
来

が
悪
く
、
水
田
の
稲
が
所
々

円
形
の
茶
色
に
変
色
し
て
い

た
の
が
見
ら
れ
た
。
不
思
議

に
思
っ
て
父
親
に
聞
く
と
、

「
あ
れ
は
潮
が
上
が
っ
て
い

る
ん
だ
」
と
教
え
ら
れ
た
。

時
に
は
最
下
段
の
田
圃
か
ら

順
番
に
潮
が
上
が
る
事
が

あ
っ
た
と
言
う
。
ま
た
、
中

学
生
の
頃
、
道
が
白
く
な
っ

府
中
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府中町環境センター(八幡四丁目1–1）　☎286ｰ3266
正しいごみ出しにご協力を環境センター

からのおしらせ

ごみの不法投棄は、犯罪です！
不法投棄を目撃した人は、警察に通報してください。

ごみを出す時間に気をつけてください！
前日の夜や早朝に出すとカラスが見つけて荒らすことがあります。

検地の様子
「小学社会６年上(昭和55)」大阪書籍より

ごみの出し方

◆ ごみは、必ず収集日の午前８時30分までに、決められ
たものを正しく分けて、決められた場所に出してくだ
さい。

◆ 生ごみは、水分をしっかり切って出してください。十
分な水切りは、焼却炉の燃焼効率を高め、経費の節減
になります。

雨の日のごみの出し方

◆ 新聞・雑誌、ダンボールは、袋の中には入れないで、
ひもで縛ってください。雨に濡れても構いません。

◆ 衣類は、袋に入れて出してください。雨に濡れるとカ
ビが発生しやすくなり、再生利用できなくなります。
袋の口をしっかりと縛るか、天気の良い日に出してく
ださい。

不要になった家電４品は適正な処分を！

　エアコン、テレビ(ブラ
ウン管・液晶・プラズマ)、
冷蔵庫(冷凍庫を含む）、
洗濯機(衣類乾燥機を含
む)は、ごみステーション
に出すことはできません。
　処分方法は、冊子｢平成
27年度家庭ごみの正しい
出し方｣12ページをご覧く
ださい。また、｢平成27年度家庭ごみの正しい出し
方｣は、府中町ホームページ(トップページ＞くら
しの情報＞ごみ＞家庭ごみの正しい出し方)にも
掲載しています。

家電
４品目
家電家電家電
４品目４品目４品目




